
学校安全総合支援事業

学校安全計画に基づく取組の充実
のための参考資料として、「『生き
る力』をはぐくむ学校での安全教
育」の刷新を行う。

学校種・地域の特性に応じた地域全体での学校安全推進体制の構築を図るため、セーフティプロモーショ
ンスクール等の先進事例を参考とするなどして、防災をはじめとした学校安全の組織的取組と外部専門家の
活用を進めるとともに、各自治体内での国私立を含む学校間の連携を促進する取組を支援する。

（ア）学校安全推進体制の構築 （イ）学校安全推進のための手引き作成

○東日本大震災の教訓を踏まえて、実践的な安全教育、防災マニュアルの整備や安全点検・見守り活動等が推進されてきた。
○学校管理下で発生する事故、犯罪被害、交通事故等は全体として減少しているものの、いまだ児童生徒等の安全が十分に確保されている
とは言い難いため、児童生徒等を取り巻く多様な危険を的確に捉え、対策を推進することが必要。

○学校安全の推進に当たって、地域間・学校間・教職員間に差が存在していることから、全ての学校において、質の高い学校安全の取組を
推進することが求められている。

第２次学校安全の推進に関する計画（閣議決定）
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進
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すべ
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○全ての児童生徒等が、安全に関する資質・能力を身に付けることを目指す。

○学校管理下における児童生徒等の事故に関し、死亡事故の発生件数については限りなくゼロとすることを目指すとともに、

負傷・疾病の発生率については障害や重度の負傷を伴う事故を中心に減少傾向にすることを目指す。

現状
・
課題

市町村内の学校で
連携した取組の実施

各学校
・実践の共有と検証
・各学校の取組への反映や
連携促進等に係る指導・助言

市
町
村

教
育
委
員
会

○ 全ての教職員が 、学校安全に関する資質・能力を身に付ける。

○ 全ての学校において 、組織的な取組を的確に行えるような体制を構築する。
系統的・体系的で実践的な安全教育を実施する。
保護者や地域住民、関係機関との連携・協働に係る体制を構築する。
外部の専門家等と連携した安全点検を徹底する。

○ 検証、再発防止のための取組の改善・充実を一連のサイクル（PDCAサイクル）として実施する。

学校安全とは
学校安全と
は

平成30年度予算額：１９３百万円(新規）

全ての学校において、学校安全に取り組める体制づくりへの支援 全ての教職員の安全に関する
資質・能力の向上のための支援

具体的実現策

モデル地域の取組指導・助言

都道府県
教育委員会等

外部専門家等
による助言等

都道府県全体としての
持続的な体制整備

都道府県内の他地域

実践・知見の共有、取組の推進

・カリキュラム・マネジメントの視点を踏ま
えた安全教育の充実
・組織的取組による安全管理の充実
・PDCAサイクルに基づく検証・改善


